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　　　　　　加 　 藤 　 　順 　 三

概 要　性 機能 に 関連 し た 脳 内就 中 視 床 下部 の ア セ チ ル コ リ ソ （ACh ）代 謝 の 内 因 性 動 態 を，そ の 合 成 面 か ら分

析 す べ く，aceLo −CoA −kinase系 を カ ッ プ ル さ せ る 江 僑 法 に 準 拠 し て ，成熟及 び 幼 若 白鼡 脳 内 コ リ ソ ア セ チ ラ
ー

ゼ （ア セ チ ル ＝ リ ン 合 成 酵 素，choline 　 acetylase ，　ChA ） 活 性 を 測 定 し て ，次 の 如 き実験 成 績 を 得 た ．

　 成 熱正 常 性 周 期 白 鼡 に お げ る 視 床下 部 ChA 活
．
陸値 は 発 情期，　 発 情 前 期 ，発 情 後期 及 び 静 1』期 の 順 に 大 き

く，一
定 の 周 期的変動 を 示 し た の に 対 し て ，前頭 葉 及 び 下 垂 体 の 本酵素 活 性値 で は か か る 有意 の 変化 は み ら れ

な か つ た ．而 し て
， 発 情 前 期 に お け る 排卵刺 戟 の た め の 視 床

．
ド部興 奮 の 時 期 に 一致 し て 視 床 ド部 本 酵 素 活 性

値 の 特 異 的 な 変 動 が み ら れ た こ と は 排卵 ホ ル モ ン 放 出 に 於 け る 視 床 下 部 コ リ ソ 作 働 性 機序 の 役割 り を よ り一

層支持 す る も の と 考 え ら れ る． 更 に 視 床下 部 を 前 部 及 び 後部 に 分 け て 検討 し た と こ ろ ，視 床 ド部 ChA 活 性

の 周飆的変動 は 前 部 の そ れ に 基 く も の で あ る こ と が 判 明 し た ．従 つ て 自働反 覆 す る 性 周 期 の 成立 に は 視 床下

部 と く に 前 部 の コ リ ン 作 働 性機序が 何 ん ら か の 形 で 密 接 に 関 与 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た ．

　 去 勢後の 雌 白 鼡 脳 内 ChA 活性 の 推 移 を 検 討 す る と ，下 垂 体 本 酵素 活 性 で ぱ 著 変 が み と め ら れ な か つ た が ，
視 床 下部 活 性 は 著 明 な 上 昇 を 示 し

，
し か も そ の 動 態 は 特 異 な 二 峰 性 を 示 し た ，更 に こ の 本 酵 素 活 性 の 増 加 は 主

と し て 後 部 視 床 下 部 の 変 化 に よ る も の で あ る こ と が 分 つ た ．と こ ろ で 一方，雄 の 場 合 の 視 床下 部 ChA 活性 の

増 加 は
一一峰 性 で ，雌 の 塲 合 と は 相 異 つ た 動 ぎ が 認 め ら れ た こ と は 雌雄 動 物 に お け る 視 床

一
ド部 の 1生的 分化 を 示

唆 す る も の で 興 味 深 い ．而 し て 此 の 去 勢 後 の 税床 下 部 ChA 活性 の 著明な 上 昇 は 性 ス テ ロイ ドの 中で も エ ス

ト ラ ヂ オ ール （E ）投与 に よ つ て の み 対照 値に 迄 可逆 酌 に 遷 元 され t し か もこ の 効果 は 主 と し て 後部視 床
．
ド

部 の 抑 制 に 基 く も の で あ る こ と が 明 ら か に な つ た ．か く の 如 くン性 ス テ ロ イ ド欠 落 及 び E の 負 荷 に 呼 応 し て ，
視 床 下 部 ChA 活 性 が 鋭 敏 に 反応す る こ と は， 視 床下 部， こ と に そ の 後部 に お け る，エ ス ト ”ゲ ン の 消 長 に

敏 感 な V リ ソ 作 働 性 因 子 の 存 在 を示 唆 す る も の で あ つ 七
， 性 ス テ ロ イ ドの 中枢神経系 へ の フ ィ

ー
ド ・バ ッ ク

機 序 に お げ る ，視 床 下 部 本 機 構 の 密 接 な 関 与 を 推 定せ し め る．尚，性中枢 局 在 の 問 題 と も関連 し て ，視 床 下

部 前 部 及 び 後 部 に お け る コ リ ン 作働 性水 準 の 変化 と FSH 及 び LH 分 泌 と の 関 係 に つ い て 考 察 を 加 え た ．

　次 に Hohlweg 効果 （幼 若 雌 白 鼡 に 大量 の エス トロゲ ソ を 負荷 す る と ゴ ナ ド ト ロ ピ ン が 分 泌 さ れ て 黄体 新 生

を き た す 現 象 ）に お け る山ス ト ロゲ ソ の 中枢 侵襲 機 序 を ，ChA 活 性 の 面 か ら分 析 し た 結 果，　 E ．投 与 後 6 ．− 10

時間 を 前 後 し て 視 床 下 部 本酵素活 性 の 特 異 な 変 動 が 認 め られ た ．し か も こ の
一過 性 の 変動 は，従 来本効果 に つ

い て 動物実験的に 推 定 さ れ た 排 卵刺戟の た め の 視 床 下部 興 奮 の 発現 時 間 と よ く一致 し て お り，視 床下 部 コ リ ソ

作 働性 レ ベ ル の 変 動 が 排 卵 刺戟 の た め の 視 床 下 部 興 奮 に 重 要 な 意 義 を 有 す る も の と 推 察 さ れ る．

　以 上 の 実験 成 績 か ら， 性 機 能 に 関 連 し た 白 凧 視 床 下部 ChA 活 性 の 特 異 な 動 態 が 明 ら か に され ，
　 ACh 及 び

コ リ
’
一
・r一ス テ ラ ーゼ に 関 す る 従 来 の 成 績 と 綜 合 検討 し た 結果，間 腰 視 床 下 部 コ リ ソ 作 働性酵 素 化 学 的 機 構 が ゴ

ナ ド ト ロ ピ ソ の 中 枢 性 調 節或 い は 又 性 ス テ ロイ ドの フ ィ
ー

ド ・バ ッ ク 機 序 に 極 め て 重 要 な 役 割 りを 果 し て い

る こ と が ，か か る ChA 活 性 の 内閃性 動 態 の 分析 か ら 強 く推 定 され た ．

　　　　　　　　　 序　　論

　 性 機能の 自律性 の 維持 には 間腦 ， 下垂体及び卵巣の 基

本因子 か らな る閉鎖機能環 の 成立が 不可欠であ り， そ の

中 で も視 床 ド部 は 前葉 ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 分泌能 を 中樞 性 に

調節す る
一
方，卵巣 か らの 性 ス テ ロ イ ドが 上 行性 に feed

back す る場，更 に は 締経性環境 と内分泌性環境 とが接

触 し エ ネル ギー
の 変換が 行 わ れ る 場 で あ る と解 し得

る
1，s〕．

　ア セ チ ル ：1 リン （ACh ）は ヵ テ コ ール ア ミ ン と共 に 中樞

性 刺戟伝達物質の
・一’

つ と して 重要視 され ，ACh 及び その

関連酵素系の 臘内分布等 の 観点か ら
S）

， 特 に 視床下部で

は 重要 な役割りを果すもの と云 わ れ る，視床 ド部の 諏 リ

ン 作仂性機序と性機能との 密接な関係を支持す る 多 くの

薬 理 学的 ・生 理 学的実験恨拠が 見出され ，
ACh の 性機能

に 於 け る 重要な意義が指摘 され る に 至 っ た
2）4 ）5）．かっ て

ACh は前葉 ゴ ナ ド ｝ u ピ ン 分泌を支配 す る mediator

（Gonadotropin　Releasing　Factor，　GRF ）　そ の もの と解

ざ れ て い た が
4）

， 現在ではむ し ろ mediator の 産 生 乃至

分泌 に 関 与 す る 中 樞機購即 ち 剃「経刺戟 とホ ル モ ン との 変

換機序 に 重要 な役割 りを演 じて い る の で は あ る ま い か と

」
N 工工
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1294− 2 性 機 能 に 関 連 せ る 白 鼡 視 床下 」匡コ リ ソ ア セ チ ラ
ーゼ 活 性 の 動 態 目産 婦 記 ・5卷 14号

考 え られ て い る
1 ）z ）．然 し な が ら ACh の か か る惹 義 を推

定せ しめ る根拠の 大部分は外因性投 ケ実験に 基 く屯の で

あ り ， か か る実験 の
．．一

般的欠陥 と して in　situ で の 冥の

ACh 代謝 の 動き訪 直接反 映 さ れ て い な い とい う点 を 挙 ア

る こ とが で き る．従 っ て 性 機能に 関連 せ る 視床下部 の 真

の ACh 代謝 パ タ
ー

ン を窺 うに は 是非 と も内因性の ACh

代謝 主分析す る必要があ る．生体組繊内 に 於け る ACh

代謝は Nachmansohn に よ る ACh 合成酵素 即 ち コ リ

ン ア セ チ ヲ
ーゼ （choline 　 acetylase ，　ChA ）の 発 見 に よ

り
δ

  ACh ，そ の 分解酵素で あ る コ リン ：r一ス テ ラ ー ゼ

（ChE ）及び Cl1A の ：三者か らなる ACh サ イ ク ル を形

成 し微妙な動的 平衡 を保 つ こ と ／／ 明 ら か とな っ た ．こ の

うち性機能 に 関連 せ る視床下音1≦ChE7 ｝a）
及 び ACh 様 切

質の 動熊
2 ）− 15 〕

に つ い て は 既 に報告 さ れ て い る が ，
ChA

に つ い て の 研 究は い ま だ発表 さ れ て い ない ．　 こ の ACh

合戊酵素であ る ChA 活性 は ACh 代謝 レ ベ ル を し 乙 辷

め の 最 も信頼で き る 指標で あ り，本酵素の 検 索 さ ま つ
一
（：

初めて ACh 代謝の 真の パ ター
ン を把握す る こ と、呵 能

であ る （第 1 図）．

第 1 図 　ア セ チ ル コ リ ソ 代 謝 （江 橋原 図）

謡瞳
　 　 　 　 グレコ

ー
ゲ
．
ン　Cl−2　 Cn

　従 つ て 著・k 「tま性機能 に 関連せ る 視床下部 ACh 代謝の

動）N．｛t，ChA 活性 の 面 か ら分析 を 行い ，両者の 関係に つ

い て 検討を加 え rC ．

　　　　　　 実験材料及び実験 方法

　夫 験材料 ：1） 成熟雌 自鼠 ；Wistar 系 ， 体重 は 主 と

して 160± 159 ，混合飼斜 （細 麦，野葉寺），自然採光，

窰 温飼育．成熟雄白鼠 ： 同系 ， 体重 は 145〜 200g ， 飼

百 秉 イ4は 上 と同 じ．　2）幼若雌白鼠 ： 同系，体重45〜50

9 ， 飼育条件は 上 と同 じ，

　惱 組織 剔 除 法
14〕

： 断頭放 1肖庄後速 や か に 腦全体 を と りだ

し次の 組載を剔除 した ． ！）俔床下部 ： 中央隆起部 を中

心 と して 頭側 し 視 神経吏 叉 迄， 尾側 は 乳頭体迄，　左 右

け 視索 及 び 大腦脚 迄 ，1弓：さ は 2 〜 2．5mm，重量 は 30  、雪1

後． 2）前部及 び 後部視床下 部 ：漏斗 を境 い と して 前 部

及 び 後部視床下 部に 区分 した ． 8） 前頭 葉 ：前頂極 を内

40mg． 4）下垂体．

　捌 除 腦 組 織 処 理 法 ： 1）　酵素材料　新鮮剔除腦組織を

泙陵後直 ち に O．03mM 燐酸カ リウ ム 緩 衝 液 （IH6 ．8）

LOlnl を加 え ，　氷冷 ド Elvehjem−Potter ホ モ ジ エ ナ

イザ ーで ， 合計60秒間ホ モ ジ ェ ナ イ ズ した 後，氷冷 し た

上 記緩衝液 1。Oml　 2 回 の 操作 でナ ス コ ル ベ ン 臣洗 い 出

し，ア セ ↑
・

ン t ドラ イ ア イ ス を 用い て 東結 後，凍 結 粍、

よ機 （乗大薬学部製）　 用い て 乾煉標木 昏：作製 し た 。こ

tt
・
〕際，常 こ 対照標本或い は 相対比 さ 蟹 す 険’．票本 を組

ノ

せ ， 凍 稿 乞燥条 件 に よ る ff 差 亮 司及的 圖 避 し ，L ．上 記乾

啄医本 は コ ル ク 栓付 小 試験管中で シ リカ ゲ ル さ 乾燥 剤 と

し、．：轄封容器 に 入 れ ，deep　 freezer内 に
一10℃ 以 下の，

温度で酵素活性測定迄保存 した ．保 存期間は 主 と して 10！

1［間以 内．

　2） 抽出法　上 記帖噪標本
’
．自動微量 ノ ＞ FT’（島re製ftr

所．戈い は Mettler 近 製） に よつ てG。Olmg の 桁迄秤 「己

し，つ い で ポ リエ チ レ ン 速’し首に と り， 氷冷 しrt：O。O，？ILt

燐 峻 カ リワ ム 緩衝液 （pi｛6．8）の 1，．Oml 豊：攪拌 し尢 ，詳 し

汽 女 ： 加 え，約 工峙閥時た 攬 拌 ろ 加 え な．レっ 氷冷
．
ドに 放

置後，捺凍 室内遠 ’L 恥 （5 ℃ 以 ド） 乃 至 冷凍遠、L 器で，

6000 × g ，2a分間iユ心沈澱 し，そ の 上 清 を扱喚酵素液 こ

L ．
：。

　酵 参反 応 （コ リン ァ セ チ ラ
ーゼ 反応 ） ： 酵素反応 に は

aceto −CoA ．kinaseを coupie させ て ChA 活性 値 を測

宅す る 江 橋 の 父 亡 日成 を
一

部改良 し た方 法 を使用 しだ
7〕

コ9）：o）．反 応液 は 1。Oml 当 り， 酢酸 カ リウ ム 5 μ
11101，ク エ

ン 酸カ リウ ム エ5μ皿 Ql，コ リ ン ICμrnol ，弗化カ リウム （1）μ

m ・1，硫酸 工 tt リ ン 1μmol ，塩酸 シ ス テ イ ン 15μmol ，　C ・ 〜

〔Pabst ）10単位
2！／2M

，　 ATP 塩 （Pabst 又 は Sigma ） 卸

Ino 亘，カ リウ ム 80，んmol ，マ グ ネシ ウム 3μ mol ，　aceto −CoA −

kinase標 本 15mg，燐酸 ヵ リ ウム 緩衝液30μmo 且及 び 被検

酵薫液を含 み ， pl｛6．8，　38℃ 」 直温漕中に て 好気的 に 601

分聞反 応 せ しめ ⊥成 ACh 一
祀 1 測定 した．

　尚腦 組織 の 合む カ リウム は 約 300mg％ と し て 計 算 し

た
1．1 ），

　窒成 ACh 定
冂

二法及 び 酵素単位 ：酵素反 応液を ， 既 一

券表 し た と 「，．s様 の 操作 に従 っ て 処 理 した 後
1？）

，ヨ 成 ACh

b ｝エ ゼ リン 化蛙腹直筋拡
2
脚 ＿、り ACh 当

t’コ
と して 決

定 した．尚 」
τ 準 塩 化 ACh 　 lよ Roche 吐製 ） 毛 Z）と 用 い ，

測 定癒 に 凋 製した 。酵 未 単f− 』
1蝿 。8． 3呂C ¢ 兼件 で，

凍結乾燥標木 19 ’
1り 1 時間 を 主 成 さ t、tる ACh 罕：で ；芟

孔．’司1．iC ◆

　　　　　　　　　　実験 成績

　1．成熟正 常性 周 期 白鼡 に お け る 脳 ChA ．活性

N 工工
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昭和 38年12月 1 日 加　藤 1295− 3

　性周期 に 就い て は腟脂膏検査 に て 12日問以上 に 亘 っ て

確 認 し，静 L期，発惰前期 ， 発情期及 び 登情後期 の 四 期

に 分け， 実験時刻 に つ い て は特 に発情前期 群 で は 午後 2

時 か ら午後 41r寺の 間
24 ）

に 行 わ れ る よ う留 意 した ．尚推計

学検定は 特記 しな い 限 り危険率は すべ て 鍾 ％ を用 い た ．

　 視床下部 ChA ：

　1）　実験成績及 び 小括 ： 各期 の 平均値 は 発情期，発情

前期，発情後期及 び静止期 の 順 に 高 く，前二 者 の 値は 後

二 者 の 値に 比 し ， 平均 に於い て有意に低値を示す e 分散

に っ い て は 有意差 は 認 め られ な い （第 1衷及 び第 2 図）．

以 上 の 成績 か ら，性周期 に 関連して 視床下部 ChA 活性

が
一

定の 周期的変動 を示 す こ とが認 め られ た ．

第 1 表 　成 熱 白 嵐 正 常性 周 期　第 2 図　性周期 に 於 け る

　 の 視 床下 部 コリ ソ ァ セ チ ラ 　　 白 鼡 視床 下部 コ リ ソ ア

　
ーゼ 活 性 　 　　 　 　　 　　 　 　　セ チ

・
ラ ーゼ 活 性 の 変 動

酬 舶
活 一．「
、1生　：Uし

1
广

　　ギ

彎
情
後
期

発

情

期

発
盤
刑

期

静
⊥

期

　前 頭 葉 に 於 け る ChA 活・1生 ：

　 1）　実験成績及び小括 ； 性周期各期 の 前頭葉本酵素活

性 値 に は，分散 ・平均 共に 有意差は な く，視 床下 部の 場

合とは異 な っ て ， 有意の 周期的変動は 認 め られなか っ た

（第 2表及 び第 3図）．

第 2 表 　成 熱 白鼡 正 常性周期　第 3 図 　成熟雌 白 鼡 正 常

　 の 前 頭 葉 コ リ ン ア セ チ ラ ー　　性周 期 の 前 頭 葉 コ リ ソ

　 ゼ 活 性　　　　　　　　　　 ア セ チ ラ ーゼ 活 性

　酉孛

素

活

性

静　 月1」　 発 　後
止　 　 　 情

其母　具月　　其B　蔓月

　下垂体 に於け る ChA 活性 ：

　 1）　実験成績及 び 小 括 ：下輩体を 5 例tZ−一一括 して 酵素

活性 を測定 した 結果，静 虚期 193及 び 139（平 均 値 16　b
’
），

発情前期 160及 び 135 （ 148），発 情期 169及 び エ29

（149），発情後期 183及び ユ52 （168）の 値 を 示 し， 発

情前期及 び 発情期 に 僅 か に 低値 を 示 した が 著明な 差は な

く， 更 に 下垂体 ChA 活性偵 は 他の 腦活性値に比較 し て

著 し く少な く，そ の 変動 は 生 理 的 意 義 を も た な い もの と

考 え られ る．

　視床下部前部並 び に後部 の ChA 活 性 ：

　性周期 に 応 じた 視床下部 ChA 活性 の 著明 な変動が 前

後両部の い ず れ に塞 くもの であるか を分析するこ とは性

中樞局在の 問 題 と も関連 して 興 味 あ る こ とで あ る ．

　1）　実験成績 ：視床下部前部 の ChA 活性値 に つ い て

性 周期各期相 互 に 検討 した結果 ，分散に は有意差は み ら

れ な い が ， 平均に 関 して は 発情期値 は 発情前期 ， 発情後

期及び静止 期 の値 に比較 して 最低値を示 し ， 且っ 発情後

期 ， 静止期 の 値に 対 し有意差 を 認 め る．後部 に 就い て は

前部 と異 な り分散及 び平均共 に 有意差を 示 さ な い．前後

両部 の 関係 を 後部値1前部値の 比 及び 後部値 か ら前部担

を引 い た 差 に つ い て 検討 して み て も ， い ず れ も有意差を

示 さ な い ．前後両 部 ChA 活性値の 大小につ い て は ， 発

情後期では 前部値が 後部値よ り大きい 場合は 8例中 2例

で あ る が ， 発情前期 は 丁例 巾 1 例，発情期及 び静止 期で

は全例とも後部値の 方が 大 きい ．前後両部 に 就い て の 橿

関係数は発情前期 ， 発情期 ， 静 ［E期及び発情後期の 順 に

小 さ くな る が，有意 の 柑 関 を 示 さ な い ．然 しな が ら発清

後期 の 値が特に 小 ざい こ とが 注 目され る （第 3表及 び第

4 図）．

第 3表 　成 熟雌 白 鼡 正 常
．卜ニヒ　第 4 図 　∫或熟 匹七筐白 苅 正 常

・i生
　周 期 の 前 部及 び 後 部 視 床 　　周 期 の 前 部 及 び 後部 視 床

　卞部 コリ ソ ア セ チ ラ
ー

ゼ 　　下 部 コリ ン ア セ チ ラ
ーゼ

　活 性 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　活 性

欝勢1±珊
　 　 翼 瓣

　2）　小 括 ： 以 上 の 成績か ら ，　視床下 部前部及 び 後部

ChA 活性値の 変動は 全視床下部 ChA 活性の 変動とほ ぼ

同様 な 傾向を示 す が ， 性周期 に
一．
致 せ る 有意の 周期的変

動 は 前部視 床下 部 の み に み られ た ，此の 所見は ， 白鼠性

澗期 の 律動性維持 に 視床下部前部の コ リン 作仂性機序が

何ん ら か の 形 で 関与 して い る こ とを 示 唆 す る ．更 に 又 ，

視床下 部 ChA 活性の 前後関係に つ い て ．
　 ACh の 場合

と同様 に
14）

， こ とに 発儔後期 に お け る相閧性 は 低 く，前

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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1296−− 4 性機 能 に 関 連 ぜ る 白 1”視 床 下 邦 コ リ ソ ア セ チ ラ
ー一．

ビ 活 性の 動 態 目 産 婦 誌 15卷 14ガ

部 と後部 との 平衡閧係の 乱 れ の 存在が 示唆 ざ れ た こ と，．、

興味深 い 。

　白鼠視 床 下部 ChE 及 び ACh は 性 円期 に ，，、∫じて 有忘

の 変動 Lt 示 す が
η 1D ｝14）N16  ACh ・

合り或酵 素 で あ る ChA

活性も方右意 の 周期的変動 を示す こ と述 明 ら ．J／ と な っ

た ．即 ち，・L．周期 に 1月崖 し 佩 硯床 下部 ＝ リ ン 作仂性機 匡

の 磯能水準の 周期的変動の 存在 J ， か か る ACh 代刮
一
）

内因性 の 分析 か ら正 IP］され、た。

　排卵刺戟 とO 密接　関係 が 推定 ざ れ，て い る発 障前員P

視床下 部岡奮い 時朋 に
一
致 して

E4 ），。亥部 の コ リン 作
「

毛

レ ベ ル が有意 に 変動す る こ とは 排柳機孱 ＿於 け る視 脈 卜

部 の コ リン 作 VJ性 機 序の 役割 丿 を よ り
一

層意義
vg
　 tr

の と考え ら 托 る、

　 2．岡側卵巣剔除白鼡 に於 け る視床下 部 ChA 及 び下

垂 ChA 活性

　視床下部 ChA 活性 ：

　卵巣を 剔除す る こ とに よ っ て，間腦 ・下惷体 ・勧 笹系

か らな る機倉環 を 誰断門 吹す れ ぽ ，卵 巣 ス テ 冨 イ ドの 視

床下部へ の 上 行性侵襲は な くな り，視床 ド諾は 反 射的機

能亢進を 示 し形態的’t’二は 去φ前葉鱇の 成立，機能的 に は

ゴ ナ ド ト 卩 ピ ン 分泌 の 増加 が み られ る
251 「v2T｝．此 の 末 肖

性 ス テ ロ イ ドの 欠如 こ伴 う中
’一

性 反応 の 詳細 ら 分析
一
る

こ とは ， 性 ス テ ロ イ ドの 中 1へ の feed　back 機序の 1」1

明 に 寄与す G 听大で
」』

る．従 つ て 著 若は か か る 去勢後 ．・

視床下 部 コ リン 作仂性 機確 の変化 を ChA 活 性 の 面 溜 り

llLtr白『虱去勢｛EIO口 ，　15口，　20 口，　30 口，　40 口，　60口 ，

1〔）O口 及 び 140 日の 8群 し 分けて検討 した ，

　 1） 実験成債 ： 去勢後 10 日 群値
〜t
よ対H” rF．常性 厂Flj 「 en

に 比 べ て 有意 に増 加 す る が （1 ％以 ドの 危険 率），更 に 進

ん で 15臼及 び 20日 と漸減 し，対照群 レ ベ ル r・「迄…q低 ド

す る 、　 しか し30 口 群値は 再 び増 加 し， そ の 後は 40H ，

60H と緩 や か に 下 降 して ．再び去勢前の レ ベ ル ヒ 復 し，

100口，ユ40口稍i値 で は 最早変動 を 示 さ な い’即 ：ら第 4 麦

txtび第 5 図で明 らか 力 如 く， 去勢後の 視床下 部本酵† 舌

第 4表 去 勢成 熟正匪自肖 柳 　第 5 図 　鼠 躰雌 白鼡 視 末下

　 床 下 部 コ リ ソ ア セ チ ラ
ー
　　部 コリ ソ ア チ セ ラ

ー一
ビ 活

　 ゼ 活 性 　　　　　　　　　　性 に 及 ぼ す 去 勢 の 効 果

二 常
融

　 衂 日

勢
後

□

奴

L

1｛1
溶
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恥
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・ll1
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ロー

葦

  「1

　・ 」｝一→ ； iro ．2 。

4 　 ff マ噛　　　己、．ンsatte ．」

S 、
fi

　t ／ 性1 ∴ 20 日 冒の谷 ． f ばさ／ で 10 日 目 と3

 ﾚと に山 を屯っ 1 子 六な二峯性動L 　示す．玄勢後10 日，

日
，
30 日．40M 一殳ぴ 10G日 群の 分h 攻 は 対丑褒群 に

して 異な り ，平均に ．月しては10口群は 1 ％
£t 下，30 口 群並

／ iL40H 群は 5 ％ 以ド の 危険

で有思に増加し
て

い る． 　2）　ノトダ‘： 山准1F．．↓『L児床下 部ChA 　’ir
E図 ヒの去勢後

の
動 ∫ Z ： Ltチ

艮
で，こ 「 つ壇合う分鹸女

，一拝均 が正 常性 周期 対 照群 との 間 に著明な 差を 示

と いうこと は， 去勢陵の 視末 ド 部ACh 　 l 鯛 L ， 1 正常性同
盟
ラ場 合 と 明 ら か ド 異つtL 条件 一 1に 土 る こ と 添す

，ので ，去勢という性ステ卩 イドの 一 L 行 性 侵 嚢 の遮

　 視 床 下 部に 対して 極め て大 ざ な 内 ゑ 泌 環 境 の 変

≧ も

らす も の で あ る こ と 発示 峻してい る 。 　 以上，

ステ 卩
イ ドの欠洛に伴つて， 視床下

部 ChA 立　r に ChE ，　

h η 11 ｝が 共 1 ． 著 明 こ 反 応 す る こ と は ， 去 フ 而

曚 の域＿ 並び
に
酊 葉ゴ ナ ドト P ピン分届増加 と いう亊 実 と　 ・ 致し

裂 味 深 く， 木現fft 　 IL 　 rr ナ る視 床ド

コリ ン 」 「fv ∫ 性 機 構 の関子 が推 定

れる ． 　 視床下 部前 部 並 乙　後部 の ChA 活 性 ：

住 中iL の局在 の目 潭とも関連 ずけて，去勢後の視 床 ド 部

A活性の訪 態： ’ ， ．　ナる視床下講 前部 及び 後部 の 役 P−

@ を追 究 す べく ，去 勢陵10 囗群の視 床 F 部両部の ChA

汗 1擁夫々 定岻し ，非 去勢対監君 † の夫， L と比較 し た 。

@1 ）　 実験成績：倒 宋 下部前 部 のChA 活 性 ， こ つ い て は

ム
協群値と対『［群値と ． ） 闇に有意差は認められない の に

jし， 後部 1 ，
．
．ついては対 照 打値 と去 勢群値 間 で，分 散

イ ． ぴ龍でな い’：， 平 均 では1 ％ 以ドの 危 険率て有

の差 が脳られ る．後部 ！前部 の比 は分誠及び 平 均共に有意

は “ ’ ” ・ 。 後部 値と 前 部値 ．と の差

去勢群で 大 きく ， 平 均で
は
存意差 鯉 認 める （ 第 5 表 及 び 第

} ） ． tf 　 5 表 　 去 犁 雌白 鼡 旨床 ． ド 　 第 6 図　 去

後 の 雌 白 鼡 視 　 部 前 ． 麦 両 祁 の コ リ ンア セ 　
　床下 部 前

両 部 の コ リ
ソ

　 プラ　ゼ活性並び に エ ス 　 　ァ セ チラ

ゼ活 II 叱並びに 　トラ ジオ ール
の抑

制 効果　　 r

ス
ト
ラ

オール の 抑
制

　 　 　 　

　　　　　　
　

　効果（

Pt

1

 Q） ‘嗇 ” 1 　　

一
軌

　　　 カ 1エ

性 騨謄． 11〕ド
部 際 ii 　」

　 3@

　　

tL可 　

ア　　 　

1@11

　

43 ＼

一　ヲ了o
　∠o

ガ@
｛趨
{C1
諞箏

孝T

22ivff

、．「

15z
　囗ﾇ

囲

δ

む厄

“ 7

ﾛ
重舗

」」

ﾏ 唱 冒 σ 1 ヨ

ア 1θ尸 −．
〜

4 　 7007 ［ 藁iQoo 毒

凄
6500

一 壁 軍 詞． 』紘 1 贓 1 臨鱒郁剛 闘 　 謡・



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 38年 12月 1 日 加　藤 1297− 5

　2）　小括 ： 去 勢後の 視 床 下 部 ChA 活性 の 著増は専ら

後部 の 上 昇 に基 くもの で あ る こ とが 明らか とな っ た．こ

の こ とは 性 ス テ ロ イ ドの 欠落 に 敏感な コ リン 作紡性機構

が 主 と して 後部視床 下 部に 存在す る こ と を 示唆す る もの

である．

　 下垂体 ChA 活性 ：

　実験成 績及 び小括 ： 去勢後 の 下垂体活性値 は 対照値

158± 23， 10H群値 153± 33，
20日群値 123± 30

，
40 口

群値 128±30 ， 100 日群 106で ， 漸 減傾向 を示す．しか

し下垂 体 の ChA 合成能は 他 の 腦活性 に 比 べ ，著し く低

くそ の 生 理 的意義は 少 な い もの と考えられる．

　3． 両側墨丸剔除臼鼡 に於ける視床下部 ChA 活性

　雄 自鼠では 雌 に み られ る よ うな 性 周期 は 認 め られず，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

両 者に は 視床下部 レ ベ ル での 性的分化 の 差が 存在す る こ

とが 推定 され る
1〕．かか る観卓か ら， 両側睾丸剔除時の

視床下 部 ChA 活性 の 動態 を 追究 した ．

　実験成績及 び 小 括 ：本酵素活性 値 の 平均 に っ い て は ，

去勢縫10 口 群 は対照群に 対して 有意であ り，去勢後 20 日

群 は 10％以下の 危険率で有意差を も つ が ，
4e口群は 有意

差を もたな い ．分散 に っ い て も同様に 去勢後10日群 が対

照 群 に 対 して 有意差 を 示 す （第 6 表及 び 第 7 図）．

第 6表 雄 白鼡視床下 部 コ

　 リ ソ ア セ チ ラ
ーゼ 活 性 に

　及 ぼ す 去 勢 の 影 響

「
1
例 　　畝

1

襟本軸 司

1 常碧T　LO自　　20 日

　 日　　　fi　 　 3

570　　 1’CJ45　　 ？gs

標 塰 離 　　胆 L 「ヨ2 −　 「22

’

劉

銑

第 7 図　雄 白 鼡 視 床 下部 コ

　 リ ソ ァ セ チ ラ ーゼ 活 性 に

　及 ぼ す 去勢 の 影 響　♂

熱押 ・

  L　

　 　 　 　 O　 TO　20　　　40
　 　 　 　 　 　 　 　 −→已弧

　雄白鼠 に於 ける 去勢後 の 視床下部 ChA 活性 の 変化 は

一峯性 であ り，雌 とは 異 つ た 動態を示す こ とは 雌雄動物

に お ける視床下部 の 性 的分化 の 存在 を 示峻す る もの であ

り甚だ興 昧 深 い ．

　 4． 去勢雌自鼡視床下部 ChA 活性 に 及ぼす性 ス テ ロ

イ ドの 影 響

　性 ス テ ロ イ ドの feed　back 　メ カ ニ ズ ム に於け る 中嫗

神経機構 の 関与 を 解明す る た めに ， 去勢後 の 視床下部

ChA 活 性 の 上 昇 に 及 ぼ す 性 ス テ P イ ドの 影響 を検討 し

た ．

　 エ ス トロ ゲ ン の 視床下 部及 び 下 鑑体 ChA 活1生に及 ぼ

す 影 響 ：

　 （1）　去勢後10囗の 腦 ChA 活性 に 及ぼ す影響

　去勢後10 日 目の 著増 を 示す視 床下部 ChA 活性 に 及 ぼ

すエ ス トU ゲ ン の 影響を 検討した ．

　1．視床下部及び下垂体 ChA 活性

　去勢当 H か ら Estradiol　benzoate（E・b・） 1 日 量 10γ

を 頒背部 に連続皮下注射し ，
ユ0 日 目に動物 を屠殺し〆辷．

腟脂膏は 完全 に 角化像 を 呈 して い た．

　1）　実験成績 ： E ．b，投与群は平均 に 関 して は 去勢無

処 置群との 間 に は 1 ％以 下 の ，
’
ゴ マ 汕投与群 との 問 に は

5 ％ 以 下 の 危険率 を も つ て 有意 に 低 く，E ・b．投与 に よ

る 抑制 が 見 られ る （第 τ表及び第 8 図）．

第 7 表　性 ス テ ロ イ ドの 去

　勢 雌 白 鼡 視 床 下 部 コ リ ソ

　 ア セ チ ラ ーゼ 活 性 に 及 ぼ

　す 影響 （去勢後10 目）

対 隙 暑f　
巨

性 zテロイド挫吾群

酵
去 罪
溶媒群 蹕

　　　　且剛匹　馬螺巴」
耙痛 擦

例 嶽 14bll δ　　6

標本甲均 瓣 6lo2182394 蒔　ヲ73

標 凖偏差 2i538150 月 1　 1
「9σ

第 8 図 　性 x テ ・ イ ドの 去 　、
　勢雌 白以 視 床 下 部 コ リ ソ

　 ア セ チ ラ ーゼ 活性 に 及 ぼ

　す 影響 （去 勢 後10 日 ）

斎去勢溶採齶
’5ESW・iEOiL巳？ml．ε匸顳 擲 齬 悩 鬥〕

鱒工ス田 プ7君穫 呂丁脚 iOL日剛Z．10「fday．
…沌ゲステロ瀞 P購 ［STEROSE　l  頑a第
惣構ヲスト燗 階 τ［5旧S「駅Ol｛E開側 NATE．1眇細

e4　
tooo

素

活
」腔
　 500

　ド垂体 ChA 活性値 に つ い て は，去勢無処置群，ゴ マ

油投与群及 び E ・b、投 与群 の 値 は 夫々 153，　16D及び

183で相互間 に 著明な変化はない ．

　2） 小括 ：去勢後 の 去勢削葉像の 成立並 び に ゴ ナ ド ト

ロ ピ ン 分泌亢進が ニ ス ト　
’
P ゲ ン 投与に よ り抑制 さ れ る こ

とは すで に 明 らか であるが
2S ｝SS ］，こ の 事突 と

一致して 去

勢後の 視床下部 ACh 合成能の 亢進も又 エ ス トロ ゲ ン に

よ り還 元 さ れ る こ とが 明 ら か と な っ た ．去勢後の 雌白鼠

視床下部総 ACh が エ ス ｝・ロ ゲ ン に よ り影響 をうけ る こ

とは すで に 報告 さ、れ て お り
1‘）

， 従 つ て 視床下部 の ACh

代謝系が エ ス ト 卩 ゲ ン に 敏感 に 反 応 して 口∫逆性 を もっ こ

とが 推定 され る． か く して ： c ス トロ ゲ ン の feed　 back

メ カ ニズ ム 1に 視床下部 ゴ リン 作仂 性 機序が 密接 に 関与 し

て い る こ とが よ り
一
層貝体的 とな っ た．

　 2． 視床下部 ChA 活性 の 抑制 と x ス トロ ゲ ン との 量

的関係 （Dose 　Response）

　本項 1 の 実験成績か ら定 性 的 に は，エ ス トロ ゲ ン が 去

勢後の 視床下部 ACh 代謝活性 の 亢進 を 還 元せ しめ る こ

とが明 らか と な っ たが ，
エ ス ト ロ ゲ ン の 投与量 と酵素活

性 との 量 的関係 を検討 し 抑制 量 の 限界 を 求 め る こ とは 興

味 あ る問題であ る ．
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』

ゼ 活 性 の 勸 態 日 産 婦 言畠15卷 14号・

第 8 表 　Estradiol の 去 勢．．J 　　 　　　ゴド
　 雌 白鼡 視 床 下 部 コ リ ソ ア

　 セ チ ラ ーゼ 活性 に 及 ぼ す

　効果 （Dose 　Response ）

「ヌ瘋
溶媒群

第 g 図　Estradiol の 去勢

　雌 白鼡 視 床
．
ド部 コ リ ソ ア

　セ チ ラ
ーゼ 活性 に 及ぼ す

抑 制 効果（Dose 　Response）

例　数　　5
1’t票本平均 IfO2 ゴ

1標
延 偏 差　 δ8

1εloo

E∫亡radiol 　benz．て日投气
量

O．1rtE’
1

団万
一

萌
．一

lr57

后司
．

54

1・： Il
璽一
118231so

　
I

sse ．game 　oiI，　0．2ml．s．c．頚背吾傴伝勢0日一9日）
柴 “ e5trad「ci 』じ RLOd ヒ臼，　　　ウ　　　　（　　〃　　　）

酵

素 500
活

性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E君羊：est旧diol　benz．，s．c．，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔去勢 OR・−9日冫
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S群 ：sesame　oi1 ．

　E ．b．の 1H 投与量 に よ り，ユ0γ，1 γ及 び O．1 γ 投 与

3 群 に 分けた ．投与方法 は本項 1 と同様 ．尚10 γ 投与群

及 び ゴ マ 油投与 群 は 本項 1の 成績か ら得 た ．

　1）　実験成績 ： 乎均 に 関 して は紺照群 に 対して ，E ・b・

工0γ 投与群は 5 ％ 以下 ，　 O．1 γ及 び 1 γ投 ケ群 は 1 ％ 以

下 の 危険率でイ∫意 に 低値 を 示 し，E ．b．投与群柘 互 間 で は

有意差 は み られ な い ，即 ち 0．1 γ の 量 迄 は 少 く と も有意

に 抑制す る．分散に っ い て は 各群間に 有意差 は み られ な

し、 （第 8表及び第 9 図）。

　2）　小括 ：投与量 と本酵素活性抑告聾との 腿 の 定量白勺な

関係は ，　少 くと も本実験 の 範囲内では 認 め られ な か っ

た ．しか し E ．b．1 日 量 0．1γ 迄は ぽ ぼ 同 じ程度の 有意

の 抑制効果を示 した ．即 ち 尢進せ る 視床下 部 ACh 合成

能はエ ス トロ ゲ ン に 対 して 極めて 敏感 に反 感する．E．b．

1 日 量 0。4γ宛の 投ゲで は 去 勢前葉 の 出現 が み られ ず
3u ，

又 去 勢後の ゴ ナ ド ト ロ ピ ン 分泌 の 増 加 は E ．b．の 1H 童

3 γ
sz ）

投与 に 依 っ て 抑制 さ れ る．更に，0，1 γ 投与 に よ

っ て 去勢前葉鑠が影響をうけ る こ とが
．
跛告 され て お り

33 ）

之 れ らを 参 考 に す れ ぱ ，か か る微量 の E ．b．がすでに視

床下部コ リ ン作仂性酵素 に作用す る事実は，エ ス ト卩 ゲ

ン に対す る 視床下 部 の 感受 性 の 点 で 甚 だ興昧深 い 。

　3． 視 床 F部 前部 並 び に後部の ChA 活性

　上 記 の 実験 よ り．　性 ス テ ロ イ ドの 負の 侵襲 に 敏 感 な

chOlinergiC 　 ColnpOnen 亡 ヵ覗 床 下部後部 に存在す る こ 評．

が 推 定 され た が ．更 に積極的に そ の 存在を証明す る た め

E ．b．1 日量 10 γ を 本項 1 と 同様 な方式に 従 つ て 投 与 し

た ．

　工）　実験成績 ：視床 下 部前部 の ChA 活性 は対照群値

と E ・b・投与群 値 との 間 で 平均 ・分散共 に有意差 を示 ざ

な い ・こ れ に 対 し後部 で は E ・b・投 与群値1よ平均 ・分散

共 に有意差 を もっ て 去勢対照群値 よ り低い・後部 1前部 の

比 に ば有意差は な く， 後部値 と前部値 との 差では平均で

有意芦 は な い が ，分散 は 去 勢対照 群 の 方 が E ．b．投与群

よ り有意に 高 い （第 5表及 び 第 6図）．

　2）　小括 ：去勢後の 視床下部後部の ChA 活 性 の 上 昇

は エ ス ト ロ ゲ ン 投 tSLに よ り完全 にづP去勢 レ ベ ノレに 迄抑制

さ れ る．即 ち視床
．
ド部後部に 於 け る エ ス トlrゲ ン に 感受

性 あ る ・h・line・gic　c・ mp 。nent の 存在 が 強 く示 唆 さ れ

る。

　（2） 去
’S 後 15頗 の獄 F部 Ch 母 爵1生に及 1ミす 影

響

　ド降傾向 を示 ナ が 尚対照偵 k り高 い 去勢後 工5HH の 視

床下部 ChA 活性 に エ ス トロ ゲ ン が 如何 な る影 響 を及ぼ

す か をみ るた め・ 去勢後10UH よ り 毎 凵 E ．b．の 工0γ

（El   γ 翻 及び 5。γ ζE50 γ群）を夫 噸 背部破 下

注射 L・・去勢後15N ヨの ChA 　l舌慢 瀧 した ．鬪 瞬

1よ完全 に角化燉韲 呈 して い た 。

　溶媒 ゴ Y 油投与群 及び 去勢後無処 置群 とを対照群 と し

　1） 実 験 成 績 ： Em γ 群は ゴ Y 油投与群 1⊂ 比 し低値 を

示 す が ， 平均 に は 有意差な く分散の み 有意差を認 め る，

E50 γ群 は ゴ マ 油拠 群に 比 較 し分散 か賄 意差 を み とめ

な い が ，平均 で は 有意に （ユ％以 Fの 危険率）低値を 示

す ・即 ちか か る大量 の E ・b・に よ つ て 初 め て 抑 制が み ら

才L ど） 　（第 9 表 及 こ」墅策 101叉「）、

第 9 …受　　
．
匹ス テ ロイ　ドの 去 tw　bTee白 鼡 視 床

一
ド剖≦コ 　リ　ン

　 ァ セ ザ ラ ーゼ 活性 に 及 ぼ す影響 （去 勢 後 15 日 ）
　 　 　 　

lt
　　　　　　　　　　 　

　　　ひ　　　　　　　　　　　　　

霾蝉講
　　

「晒
　　seStime　oiL 　O．2ml．s．c・．頚 肯音IS〈左勢後 沿〜14日〕

　　
＊m 彿

　　　estradior　benz　，　tt　　　　　　〃　　　　〔　　　　　tt　　　　　冫
　　

卓撒 prOEesteF．。r1じ，〃　
〃
　 〔　 〃 　 〕

　　
「X “緊畢

　testosterone　prDpFon αte　〃　　　（　　　　〃　　　　）
　　

Hphys 「・1・si・aFsa
’
j’in・．〃 （・t　）t注射 しs．t の捨 凱

第ヱ0区i　性 ス テ R イ ド の 去 勢 雌 白 鼡 視 床 下部 コリ ソ

　 ァ セ チ ラ
ー

ゼ 活 性 に 及 ぼ す 影 響 （去 勢 後 15 日 ）

臨
　 　 　 　 　 　 三殳与法樹 rCX5 目同〔却，

・．．14］）R．背部皮下注
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　2）　小 括 ：E ・b・10 γの 投与 では視床下部本酵素活 性

値の 分散の 乱 れ を認 め るの みであっ たが ， 50γの 投与 で

初めて 有意 の 抑制 が み られ た ．

　此 の 場合興昧 あ る 事は E．b．107geは ゴ マ 油投与群 に

比 較 し て 平均での 有意差は み られ な い の に ，分散は有意

に 　（1％の 危険率） 大 きい 事実で あ る． こ の こ とか ら

E ．b．10γ 投与 に よ っ て 視床下部 ChA 活性 が何ん らか の

影響 を うけ，　rw素 ）
’
舌性 動態の 舌Lれ ヵヨ示 咬 さ れ る ．

　 （3）　去勢後20口 口の 視床下部 ChA 活性 に及 ぼ す影

zgll　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　
．

閑

　去勢後
一旦 低値を 示 す 20日 目の 視床下部 ChA 活性 に

及 ぼす エ ス トロ ゲ ン の 効果 を み る た め，去勢後 15日 目よ

り征 日 E ・b・10 γ 宛投与 し去勢 20 ヒ1目に 屠殺 して 視床下

部 ChA 活性を測定 した ．腟脂膏 は 完 全 に角化像を 呈 し

て い た ．注射部位 は 上 記と同様．

　1） 実験成績及び小括 ：去勢無処置群，ゴ マ 油投与群

及 び E ・b．投与群間では ， 平均値桐互 間 に 宥意差 は み ら

れない が ， 分 散に つ い て は E・b．投与群 は ゴ マ 油投 字群

よ り有意に 大 きい （第 1〔｝表及 び 第11図）．従 っ て ，E ・b．

投与に よ つ て 去勢後20日 目の 視床下部 ChA 活性が何盈、

らか の 影響を うけ た もの と 思わ れ る．

策 10表 　性 ス テ ロ イ ドの 雌 　第11図　性 ス テ ロ イ ド の 雌

白 鼡 視床下都 コ リ γ ア セ

チ ラ ーゼ 活 性 に 及 ぼ す 影

響　（去 勢後20 日 ）

白 鼡 視 床 下 部 コ リ V ア セ

チ ラ ーゼ 活 性 に 及 ぼ す 影

響 　（去 勢後20 口）

轟 鵝
弸

去黌｝言容重呈君手：sesameo 「」，O．2m1．s『c．〔去勢後「E−19日）　　　　σ

鵄 轟纏 1無藩

丁

け
广
IlIl

⊥

ー

ー

00ρ凵 T

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 灯 照看　性又デ卩イド群

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 云勢蓄去勢 E群 R群 TP
群

… 硼 芋・z・・轍 ・・… p・ ・… t・，髄 ，．・ES，、A31灘E，。 ，酬 、ン

　　　　　　　　　　　　τpP讐麗 賺E 聯 君
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 NA 下E 恩 併 16ン

ー
　 （4） 去勢長期間後 の 視床下部 ChA 活 性 に対す る エ

ス トロ ゲ ン の 影響
一

去勢後 100口の 場 合
一

　去勢後 100日を経て すで に 非去勢群 レ ベ ル に 迄復 した

視床 ド部 ChA 活性 に及 ぼ す エ ス トロ ゲ ン の 効果をみ る

た め，E．b．1 γ を 三 日聞 毎 口頚背部 に皮 下 注 射 し，最 後

の 注 射 よ り24時間後 に 屠殺して 視床下部 ChA 活性 を測

定 した ．

　1）　実験成績及 び 小 活 ：去勢無処置群及び E ．b，投与

群間 に は 平均 ・分散共に有意差は認 め られず．視床下部

　 第11表 去 勢 後 100 口 の 雌 白鼡 視 床 下部 コ リ ン ァ セ

　　 チ ラ ーゼ 活 性 に 及 ぼ す Estradiol の 影響

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド
　

　　　　　　　　　　
1
螂 囎 羊霧 谿 …

　　　　　　　 ［fSl」 数 　 12 　 了o
−
1

　　　　　　　艦
均 lll　

711

　　　　　　　 kFstra ，irol　benioate，1〆日，5．C．、3日周　　　　　　　　　
『

ChA 活性 は か か る エ ス トロ ゲ ン 投 与に よつ て 何ん らの

影響 も うけな か つ た （第 11表）．

　 プロ ゲ ス テ ロ ンの 視床下部及び下垂体 ChA 活性 に及

ぼ す 影響 ：

　 プ ロ ゲ ス テ ロ ン は エ ス トlrゲ ン と共に性周期 の 作仂 に

重要で あ り， 間腦視 床下部 の レ ベ ル に feed　hack す る

こ とが 推定 さ れ て い る
Z）34 岡 ・

　 前項の 場合 と同様な実験方式に従 つ て ，去勢後10日，

15 日 及び 20 日 日の 視床下部及び下垂体 ChA 活性 に 及 ぼ

す 影響を検討 した ．

　 （1）　去勢後10日 目の 視床下部及び下垂体 ChA 活性

に 及ぼす影響

　 1） 実験成績及 び 小括 ：プ ロ ゲ ス テ v ン 1　mg2 　t与 群

　（P1 　ng群）の 視
・
床下部活性 値は 対照去勢無処置群及び

ゴ マ 油投与 群値 に 比 し低値 を 示 す が ，P 群 と対照去勢無

処群 との 間の 分散 の 有意差を除い て は相看：に有意差は認

め られ な い （第 7表及 び 第 8 図）．下垂 体 ChA 活性値 に

つ い て は P 群値 は 143で 対照 群値 153及 び 160との 間 に

著明 な 差は み られ な い ，

　 か くの 如 く，プ ロ ゲ ス テ ロ ン は 去勢後10口 口の 視床下

部及び
「
下垂体 ChA 活性 に 著明な影響を与えな い もの と

思われ る ．

　 （2）　去勢後 15日 目の 視床下部 ChA 活 性 に及 ぼ す影

響

　 1）　実験成績 ： Plmg 及 び P10 皿g群値は 対照群値と比

較 して ， 平均 に 関 して は 有意差は 認め られ な い ．分散に

つ い て は P1   群の み が ゴ マ 油群に対して有意差 が認 め

られ る （1 ％ 以下の 危険率）　（第 9表及 び第10図）．

　2）　小括 ：此 の 場合 に もプ ロ ゲ ス テ ロ ン は 去勢後15日

目の 視床下部 ChA 活性 に 有意の 変化を も た ら さな か っ

た．た だ 投与量に よっ て そ の 作用が 異な り，特に critical

dosisであるP1 　ngs6） 投与 に よ っ て分散 が 有意 に 大 き く

な り且 つ 平均 に つ い て も t ＝ 1。63＜ ユ．T2 （O．05）で 5 ％

に 近い 有意差 を示 した ．こ の こ とか らこ の 量 の プ ロ ゲ ス

テ P ン 投与 が 視床下部の 去勢後 ChA 活 性 に 何 ん らか の

影響を及 ぼ して い る こ とが 示唆 さ れ る．
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ー

ゼ 活 性 の 動 態 日 産 女帚言さ15卷 14一号一

　 （3）　去勢後 20 日 日の 視 床 下 部 ChA 活 性 に及 1 よ d ；

哲

　 1）　 実 験結果 及 び 小 tl ：P ユ田9投与群値 に つ い て じ 分

散で有意差が み られ る ガ ， 平均 で は有意望 じ認 め ら ， tt

（第 1G表及び卸11図）、去勢後20 匚i目の 低値を示す視 イ下

部 ChA 活性 に は プ ロ ゲ ス テ ロ ン 投．ケは 影響を与 え な ・

つ tt：．

　以上 ，
プ ロ ゲ ス テ ロ ン 投与では ，

エ ス ト卩 ゲ ン 投与時

に み らfiした が 如き著明 な効果は 認 め ら れ ず ， 去 勢後15円

目の P1 　mg投 ケ群 の 場合 を 除い て 欧 視床下 部 ChA 活性

に何 ん らか の 効果 包与 え た ど よ考え難い ．プ ロ ゲ ス テ μ

ン の 去勢前葉像成 立無影響説を支持す る 成績 は 多 く
2’J 闘

3‘）
， 此寺の こ と と ，

プ ロ ゲ ス テ ロ ン ご 視床下部 コ リン 作

仂性 酵素に 著明 な影響 を与 え な か つ た とい ．丿著者の bV ．

”

とは 致 して 興味深 く，
プ ロ ゲ ス テ P ン の 中福性作馬 ．：

他 の 何 ん らかの 機序を 介 して 仂 くt の で ｝ る こ と漕 示 唆

ざれ る．

　 テ ス トス テ ロ ン の 視床下部 及 び 下垂体 ChA 活性に及

ぼ す影 響 ：

　 ア ン ドV ゲ ン は 雌性機能 に於 い て 性 上 位部に作用 す る

こ とが 推定 さ れ る
3η ．

　去 勢後の 視 昧 「部及 び 下垂体 ChA 活 計 に ノ攴ぼす テ ス

ト ス テ 卩 ン
。プ ロ ピ オ ネイ ト （T ・Pの の 影書 L 冂IJ貝出 』1

様な実験方式 に従 っ て 検討 した ．

　 （1）　ム勢後10 日 口の 視 床 下部及 び下垂体 ChA 活 トE

に 及 ぼす影響

　1） 実験成情及 び 小括 ：T ・P・10γ投与群 の 見床下祁

ChA 活性値、よ対照鮮値に 比較し， 分散 ・ 平均共 に 有意

差 を 認 め な い （ag　丁表 ）．
．
ド垂体 に つ い て も T ・P・10 γ 投

ケ鮮饐 ぽ 155で対照群値 ユ53及 び 160との 問 、こ 差けみ ヒ♪

れ な い ．

　 少 くと も 此 の 程度の T ．P ．量は 去勢後工0口 口の 亢迸 し

，〔 視 旅 F部 ChA 　iJl4三lk 一影響 を与 えな　・つ た 。

　 （2）　去勢後15 口 目の 視床 陪 ll　ChA 活性 に 及ぼ す髭

響

　1） 実験成 績及び 小 括 ： T ・P．11119投与群値 と 対 照 11−F

値 との 間 に は ，勇故 ・平均共L 有意差 は な く ，
T ・P ．　 t

与 に よ る影響 は認 め られ 沖 い （窮 9表及 び第 10図）．

　 （3）　去勢後2〔〕H 目乾 ． 視床下部 ChA 活性 し一及 1
→’一

影

響

　 1） 実験成績及 び 小 括 ：T ・P・10 γ 荻 与群の 値 は 分 F］Je

平均 共 に 対照 群 値 よ り有意 に 高い （b
’
」101 及び弟11図），

　去勢後
一

旦低値を示す20 日 目の 視床下 部 ChA 活性，．

T 、P ．1 日重 ］〔〕γ の 連 院投 与 、、一よ っ て 有意 に 増 加 す る こ

と，∫明 らか と な つ ，く ．

　 Paesi 等 、よ つ て ，去勢雌自鼠の 下垂体性 FSII　l＿対

しテ ス L・ス テ ロ ン と エ ス トV ゲ ン とが 逆 の 作用 を 示 づ事

　観察 され て ．3 掛
゜

  本実験成漬 と併も て興味深い 。

　5． Hohlw 囎 効果時 の 視床下 部 ChA 活性

　幼若 自川 に 大 i：の エ ス トロ ゲ ン を 負荷す る と，下垂体

剛 葉の LH 分泌．ゴ促進 ざれ て黄体濫T生 ．c き辷 す 現穿 ぱ

H 。hlweg 妨果と い つ て 古 くか ら知 られ て お り
9
  太 ゆ

果 ：詔殳
bJ”エ ス ト ロ ゲ ン の 中樞侵襲に 基 くt、の で あ る こ と

．．瀧定 され て お り
鋤 ，こ の 物合 エ ス トロ ゲ ン 投与後 6　’V

8 時 聞で中樞祚経系に 於 サる必要な 反 応 zノ
崕

育
工
す る こ と

　畑 られ て い る
dl］Z）．本夬験では 塑丿若雌 自鳧 牝 常無処

直 群，エ ス ト ロ ゲ ン 投 ケ後 4 〜6 時門群 ，同上 6〜 8 時

厚1∫洋，同 上 8 〜10時 陶 群及 び 周 上 10〜1船 寺両 群の 5 群

区
厂
トして Estradiol　 benzoate　50 γ油溶液 投 EiL後 の 視床

下部 ChA 活性値の k 間的経辿を観察 L −．注射部位 は

頚 冴部．

　1） 実験成績 ；第 鐺 表及 び 第12図 に 示 す 如 く，木酵素

活性値転 4〜6時間 で ．1 昇，6 − 8時附 ご下降，8〜10

臣丁崗で再 び 一E昇 ，
っ い で 1｛ト 12寸 門 で再 び 対照 レ ベ ル に

復す る．4 − 6 時 闘群値女 び 8 〜101「寺間群値l　E常 対照

群 宦 二対 し て 夫 2t　5％ 及 び 196の 危険率 辷 為意 で 争 る ．

第12表　Hohlweg 効 果 1・．於　第 ユ2図　Hohlweg 効 果 に 於

　 け る 幼 若 ｛La　fi鼡 視 床 下部 　　 け る 幼 若 雌 白 鼡 視 床 下部

　 コリ ソ ァ ヤ チ ラ ー・ゼ 活 性 　　コリ ソ ア セ チ ラ ー．ゼ 活
．
ドヒ

　 の 逐 鴫的変化　　　　　　　の 逐 時 的変 匕

〜鑛震：灣
　 派．．．「 −s．r’e．1 ．［　r，　 tt　　　　 l星　　c　 ‘　 碍 冨

　の　，J 括 ： ti“の よ うし ，　 Hoh！weg 剰果時つ 大量 の こtl

ス ト ロ ゲ ン 投与後 6 〜 8 痔聞を 前後して 禅 不 ド部 ChA

活 ｛痔の 　
一
氾瞠麦動 オ 発来す る こ とが 分 つ た ．而

’
．こ つ 1寺

間 一 動物実験的壱 推 定 ざ ．
尸
．て い る ；非卵刺 kの た b ゴ見床

下 部 響 』つ 1鳳 日1と よ く
．

致 し，史 L 視床下部 ACh も 又

．；ドつ 時 間 ｝−U は 致 し て 変動」U み らお る の で
亅4）IE ）

」 視床

下 ［5コ リ ン 作イ tkee序λ∫排卵刺戟 の ，こ め 丁）祝床 下 部興奮

：ご
¶

湊な意義 a二有す る もの ∵あ る こ と t 抂察 L
°1　ILる 。

　　　　　　　　 考按並び に総括

　1）　組＄H：内 ChA 活性測足 1∂ 急義 ： ACh 　l　th元来不安
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定 な 物質であり而もそ の組織内にお ける分解は 極め て 迅

速であ る
42）．従 っ て 多 くの 因子例 えば動物屠殺法，ホ モ

ジ エ ナ イ ズ 迄の 時間と条件 ， 抽出法 ， 他 の 収 縮 物 質の 存

在及び ACh 測定法等が組織内 ACh 測定値 に影響を 与

えるの で，此等の 測定値をあ多
一定の 機能 と結びっ けて

相互 に 比較検討す るに あ た つ て は 極め て 慎重 を 要す る
44 ）

〜47 ）．性 機能に 関連 した白鼠間腦 ACh 測定値 に つ い て

も，各報告者の 間で成績の 不一致をみ る の は ，こ の た め

であ る と推察 され る．　 　　 　　 　　 　　　
−t

　 こ れ に対し ChA は 比較的安定な酵素で あ り
19 ）‘s）

， 上

記の 条件に よる影響 は 少い もの と考えられ る．更に江橋

法では生成 ACh 量は 多 く， propiony1−，　butyrylcholine

の 如き蛙腹直筋収縮 物質の 存在も少な く， 測定誤差も小

さ い の で ， 本法に よ る ChA 活性測定は 充分信頼する こ

とがで き る．腦組織 に於け る ChA の 分布 は true 　 ChE

よ り限局 され て お り，
ACh そ の もの の 分布 と よ り密接

に 関係 して お り，コ リン 作仂性 レ ベ ル の 判断に は 最も信

頼す べ き指標と考．えられ る
3・）n3）4s）．従 つ て こ の ChA ・

活

性測定値 に ， 更 に ChE 及び厳密 な条件下で測定 され た

ACh 値 を参 考 に す れ ぱ ，生 体組織 内の ACh 代謝の パ

ター
ン を把握す る こ とが 可能であ る．　　　　

r

　 2） エ ス トロ ゲ ン の 1．i　i枢神経 系へ の feed　back に於

け る視 床下部 コ リン 作仂性機序の 役割 り ：　 第13図 の 模

式図 に 示 した 如 く， 去勢に よ る性 ス テ ロ イ ドの 上行性侵

第13図　エス ト ロ ゲ ソ の 去 勢 白鼡 視 床

　 下 部 コ リ ソ ア セ チ ラ ーゼ 活 性 に 及 ぼ

　 す フ ィ
ー

ド 。バ ッ ク 作 用 （模式図 ）

晦 1冊 al〔ン¢ 「e

偽

γ

引

　

加
6

軸
　
　

R

脚
隠

闘明
抑

Cas亡rat「oロ

毒
kノ

Admln「st旧 tierr　of

　 estro 蔑eb，

蕊 晦

　（：恥

襲の 消失の結果亢進した 視床下部 ChA 活性は エ ス トロ

ゲ ン 負荷に よ り再び元の レベ ル に 迄還元 ざれ る こ と が

明らか に な つ た ．こ の こ とは性機能に 関す る 視床 下 部

ChA 活 性 が 体内 エ ス ト卩 ゲ ン 濃度と逆相関関係 に 於て

消長す る こ と を 示 咬 して い る．しか しなが ら プ ロ ゲ ス テ

ロ ン では ，エ ス ト ロ ゲ ン の 場合に 見出 さ れたが如 き著明

な 効果 は 見出 さ れ な か っ た 。去勢前葉像の 成立 及 び 去勢

後の 前葉 ゴ ナ ド トロ ピ ン 分泌能の亢進もエ ス トロ ゲ ン で

は 著明に 抑制される D925）S
°）

s プ ロ ゲス テ ロ ン で は 無影響

であ り
29 ＞sms − ．之 等の 事実 は 視床下部 ACh 合成能 の 面

か らみ た エ ス トロ ゲ ン 並 び に プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 効果 とは

か らず も
一
致して 興味深 く思われる．去勢後の 増加 す る

ゴ ナ ド ト P ピ ン は そ の 早期 に於 い て は
一

時 FSH が優位

で あ る と云われ て お り
細

， 若 しこ れ が事実で あ る な ら

ば，去勢後 の ChA 及 び ACh
，
　 ChE の 動態

L4〕7｝か らみ

て，視凍下部 コ リン 作仂性機構の 機能亢進 は どちらか と

云 えぱ FSH の 産生 。分泌 に 関与 して い るの で は あ る ま

い か と も
’
考えられ る．

　そ れ は 兎 も 角と して，雌 白鼠視床下部殊 に そ の 後部に

は
，

エ ス ト ロ ゲ ン sensitive な cholinergic 　component が

存在 し，か か る 因子 が エ ス トロ ゲ ン の 中枢へ の feeq　back

機構の な か に 組込 ま れ て お り，ゴ ナ ド トロ ピ ン の産生 ・

分泌 に密接に関与 して い る もの と考 え られ る．

　3） 排卵剩戟 の た め の 視床下部興奮 とコ リン 作仂性水

準との 関係 ： 中樞 瀞経 で 排 卵 に 必 要 な 反応が 完結す る 迄

の 時間に 就て は，正 常性周期白鼠に就き Everett 等は 発

情前期 の 午後 2 時 か ら午後 4蒔迄の 2時間と し
24 ）

，
Ho ・

hlweg効果の 場合に 関 して は 小 林 ・唐 沢 は エ ス トロ ゲ ン

注射後 6〜 8 時間 と報 じた
41 ｝。性周期に 就 い て 視床下部

ChA 活性 は 発情前期及 び 発情期 に 他の 期 に 対 し有意 に

低下を示す ．A 馳 様物質及 び ChE も発情前期 に
一

過性

の 変動を 示 す こ とが 既 に 知 られて お り
7 ）lo ］ T4）Nl，6）コ排卵 の

た め の 視床下部興奮 の お こ る と推定さ れ る1！寺期 と
一

致 し

て ， 視床下部 コ リン 作仂性機構 に
一

過性 の 変動 が お こ る

こ とが 明 らか と な つ た．Hohlweg 効果 に 関す る実験で ，

視床下部 ChA 活 性 値1・：　4　N 　6時間で上昇 ， 次い で 6〜

8時間で下降す る が ，
8 〜10時間で再 び上 昇 と い う変動

が認め られ た．即 ち こ の 場合に も，排卵 に必要な現象が 生

起す る と推定 さ れ る 時間 に ほぼ
一
致 して 視床下部 ChA

活性 に変動の お こ るこ とが観察さ れ た ．此等 の こ とは 前

葉 か らの 排卵 ホ ル モ ン の 放出に は 視床下 都 コ リン 作仂性

機序 の 水 準 の 低下 が 何ん らか の 重要 な 役割 りを演 じて い

る こ とを推察せ しめ る．性周期 にお ける 視床 下部 ChA

活性の 周期的変動が主 と して 前部視床下部 に基 くもの で

あ る こ とは，去勢後 の 変化が 専 ら後部に 依る とい うこ と

と相異 つ て 意義深 く， 排卵 の た め の LH 分泌 中枢 の 前部

視床下部存在 を 支持す る従 来 の 実験成績
fi2）− 5E｝

と併 せ 考

え る と，排卵ホ ル モ ン 放出に お ける 前部視床下部 コ リン

作働性機作 の 重要性 を 示唆す る もの と云 え よ う．尚 ア ド

レ ナ リン 作仂性機序に 関与す る モ ノ ア ミ ン 酸化酵素 の 性

周期及び Hohlweg 効果 に 於け る視床 下部での 動態が コ

リン 作仂性酵素系の 動態 と逆相関 を 示す こ と
5 の

は甚 だ 示

唆に と むもの で，即 ち視床下 部 の コ リン 並びに ア ドレ ナ
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リ ン 両作仂性 機媾 の 協調が 排卵ホ ル モ ン 放 出 の た め に 必

要 な こ とが窺え る．

　 視 「K下部前部後部 に於 ける ChA 活性 の 定量 的差の 問

題 は，性 中枢 の 局在 の 問題 の みな らず，純粋に神経化学

的な 問題と して も， 従来朿だ検討 さ れて い ず，重要であ

る と思わ れ る．ChA 活性 が 後部視床下部 に よ り多 い と

い うこ と は コ リン 作仂
．
性が 後部で よ り高い もの と見做 し

う る もの で ，
モ ノ ァ ミ ン 活性 が 前部で よ り大 きい こ と と

併ぜ 考 え る ど
ユ｝， 視床下 部 の 之 らの 酵素の か か る定量

約 分布 は 自律神経体液性作働因子の 局在 に 関する 基礎的

問題 と して 屯 甚だ興味深 く， 又 前部及び後部に 於 て 活 性

値に定 量 的差 が あ っ て も両 酵素の 活性 が 認 め られ る こ と

は ，
コ リン 作仂性 並 び に ア ド レ ナ リン 作仂性 の 両機構の

分黹が 混在す る こ とを酵素化学的 に 証明 した もの とい え

る ．而 して ，之 等 の 成續は，FSH 及 び LH の 如 き ゴ ナ

ド トロ ピ ン の 産生 ・分泌 に 関与 す る 視床下部前部及び 後

部 の 機能分化フ）問題 とも，関連 して 意義深 い もの と考 え

られ る．

　　　　　　　　　　結　　論

　 白鼠脳 コ リン ア セ チ ラ
ー

ゼ 活 性 を aceto −CoA ．kinase

を カ ッ プ ル させ る江橋法に 準 じて 測定す る こ と に 依 り，

其 の 性機能 との 関連性 を 追究して 次の 成績を 得 た．

　 1）　成熟 正 常性周期 自鼠に 於 け る視床
一
ド部 ChA 活性

は 発情期 ・発情前期 ・発情後期及 び 静 止期 の 順序 で 大 き

く ， 前 二 者の 値 は後tt−9’の 値に 比 して 有意に 低値 を 示

し，性 周期 に 関連 して
一

定の 変動が 認 め られ た ．こ れ に

反 して 前頭葉及び ド垂体本 酵 素活 性値で は か か る周期的

変 rヒは 認 め られ な か つ た 、

　2） 成 熟正常性 周期 白鼠に 於 け る 視床下部前後 両 部の

ChA 活性 値 に つ い て 性周期各期相 互 に検討 した 結果，

後部本酵素活性値には有意 の変動が認め られな か つ た の

に対 して ， 前部本酵素活 徃値 に 関 して は 発 情期 に 最低値

を示 す イ∫意の 変化が 認 め られた ．

　3） 成熟雌自鼠視床下部 ChA 活性 は 去勢 に よ つ て ，

対照正常性 周期群値に 対 して 著明な 増加 を 示 した a 而 し

て そ の 時 間 的 推 移 を 追究す る と ， 去勢後 20M の 谷 をは さ

んで，去勢後10H 目と30日 目 に ピー
ク を も ち，40H

， 60

日 ，　1DO日 及 び 140日 と漸 次対照 正 常 レ ベ ル に 収斂す る

とい う特異な 二 峯性の 動態 を 示 した ．ド垂体 ChA 活 性

に は 何 ん らの 変化 も認 め られ な か つ た ，

　4） 成熟雌白鼠視床下 部 ChA 活性の 去勢後の 増加 は

糧床 下部前部の 変化 に 依 る も の で な く， 専 ら視床下部後

部の 活性値の 増加 に 依 る も の で あ る こ とが 認め られ た．
　 　 　 　 　 ss

　 5） 去勢後 の 成熟雄白鼠視床下部 ChA 活性の 変動 は

雌 白鼠の 場合 と は典に して ， 去勢後10日で増加す るが ，

そ の 後は緩やか に漸減す る とい う
一
峯性 動態 を示 した．

　 6）　性 ス テ ロ イ ドの 去 勢 後 の 雌 白鼠視床下部及 び 下垂

体 ChA 活性 に 及ぼす影響を 検討した結果 ， 次の 成績を

得 た 4 即 ち，

　 L 　去 勢 後 の 視床下部本酵素活性値 の 増加 は エ ス トラ

ジ オール 投 与に よ っ て 去勢前 の 値 に迄 還 元 され た ．

　 2・ エ ス ト ロ ゲ ン 投 ケ量 と去勢後の 視 床 下 部 ChA 活

性 の 抑制 との 間 には ，比例関係 は 認 め られ ず，Estradiol

benzoate　 l　H 量 0．1γ 迄 は有意に且 つ 源 ぼ 同程度 に 抑

制 を 示 した ．

　 3．　エ ス トラ ジ オール 投与 に依る去勢後の 視 床 下 部

ChA 活性の 抑制は 専 ら後部 視 床 下 部の 変 化 に基 くもの

であ っ た．

　 4。 か か る エ ス トラ ジ オ
ー

ル の 去勢後の 視 床 下 部ChA

活性 に 及 ぼ す 抑 制効果 は 活性増加 の 撫られ る去勢後10 日

群及 び 工5日群では 証明 さ れた が ， 低値 を 示 す 20日群で は

認 め られ な か つ た 。

　 5． 去勢後 100日 目の 視 床下部 ChA 活 性 に 対す る ＝

ス トラ ジ オ
ー

ル 投与 の 効果 は 認 め られ な か っ た．

　6． プ ロ ゲ ス テ 卩 ン 及 び テ ス トス テ ロ ン 投与は 去勢後

の 雌 自鼠視床 ド部 ChA 活性 に著明な 影響 を 5え な か つ

た ．唯少景：の テ ス トス テ ロ ン が 去勢後20日の 視床 下 部本

酵素 活 性陋 に有意の 増加 を もた ら した こ とは 注 目 さ れ

る。

　以上 の 実験成績 か ら， ・r ス 1・ロ ゲ ン は 視床下部 ChA

活 性 が 亢進 して い る条件下で著明 に そ の 活性 を抑制す る

こ とが 明ら か とな っ た．更 に視床 ド部特 に そ の 後部 に エ

ス ト ロ ゲ ン の 消長 に 敏 感 な cholinergic 　component の 存

在が 示唆 され た．

　T） 幼若雌白鼠 に 大量 の エ ス ト ラ ジ オール の 負 荷後

（Hohlweg 効 果 時） の 逐時的検索では ， 視床下部 ChA

活性 に於い て ， 4〜6 時間で ヒ昇，6〜8 時間で下降，
8 〜10時 間

’e
’
．．E昇とい う変動 が 認 め られ ，排 卵誘起の 過

程 に 於け る視 床 下 部 コ リン 作仂性 機序の 関与 が 推定 さ れ

る．

　8） 尚雌白鼠視床下部観部 の ChA 活性 値は 前部の 夫

れ よ り大 き く，前部と後部 との 間 に 定量 的分布差が 認 め

られ た ．

　9） 以上 の 実験成績 か ら，視床下 部 コ リン 作仂性 機序
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が 性機能の 中樞性調節に重要な 役割 り瞞 じて い る醐

・ら か に し た．
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